Ⅱ　特別会計事業報告
「長野県ふるさとの森林づくり条例」の基本理念である「県民総参加」を念頭に、「緑
の募金」運動を積極的に展開し、森林づくりと緑づくりの大切さの普及啓発に努めました。
　　また、４月１日から５月31日までの「緑化推進特別強調月間」を中心に広報活動を行うなど緑を守り育てる緑化意識の高揚に努めるとともに緑の募金活動を積極的に展開しました。

　　しかし、3月に相次いだ東日本大地震、長野県北部大地震により多くの方々が甚大な災害を被ったことに鑑み、春の緑化キャンペーンイベントなど活動の一部を自粛しました。

このような中、長野県北部地震により甚大な被害を受けた下水内郡栄村において、被災された村民を支援するため、復興祈念植樹を行いました。
また、「緑の募金による公募事業」を通じて森林づくりや身近なみどりづくり、県産材の利活用、森林環境教育などに係る地域における自発的な活動を促進するとともに、次代を担うみどりの少年団の学習実践活動に対して支援しました。
　　緑の募金への県民各位からの寄附金は、世界同時不況による個人消費や雇用情勢の悪化、円高等が進み、加えて長野県森林づくり県民税導入など募金推進の環境は大変厳しい状況が続く中、また、春の緑化キャンペーン活動を自粛したにもかかわらず、各地区緑化推進団体や市町村をはじめ多くの関係者の絶大なる御協力と県民各位の御理解をいただいたことにより、募金総額８，４１５万円余（対前年比１０２．３％）と前年を上回る成果を得ることができました。
（詳細は別紙1のとおり）
１　緑の募金活動
（１）緑化推進の啓発宣伝

緑化思想の普及啓発のため、新聞各社への緑化広告の掲載、テレビ等によるＰＲを

「緑化推進特別強調月間」（4月1日～5月31日）中に、「植樹から　めばえる命　育

む未来」を国土緑化運動標語にして行った。

· 新聞広告掲載　　4月1日　　5社掲載（朝日新聞、読売新聞、毎日新聞、

　　　　　　　　　　　　　　　中日新聞、産経新聞）
· テレビＣＭ　　　長野放送　　28回放送（４/１～4/7・4/2９～5/4） 
· 着胸キャンペーン　　　　　　緑の羽根、ピンバッジ着胸を促進した。

（２）募金資材の購入

　　　　募金活動の効率的な展開を図るため、緑の羽根、家庭募金用封筒、募金箱等の募金
　　　資材の購入や募金ＰＲのためのチラシの作成等を行った。

　

（３）募金活動の推進

４月1日から５月３１日までの「緑化推進特別強調月間」を中心に、家庭募金、職

場募金等を行った。しかし、東北大震災、長野県北部大地震により非常に多くの人々

が激甚な被害に遭われたことから、街頭募金など緑化キャンペーンの実施を見合わせ

た。

また、平成24年募金活動の円滑な推進・適正化を図るため、地区緑化推進団体事

務担当者との合同会議を12月1５日長野市内において開催し、各地区からの要望や

次年度の活動展開方針等について協議した。

　

　２　公募事業の実施

特定非営利活動法人など募集要件を満たす団体が自発的に地域や社会ニーズに基づい

た環境緑化、森林の整備、木材の利活用及び野生動物との共生など公益的な活動を展開

することを促進するため、「緑の募金」を活用した公募事業を募集したところ、1８団体

から1８件の応募があった。
運営協議会等で審査を行った結果、1事業につき20万円を限度に1８団体に総額

２，８９８千円余を助成した。

　３　緑化の推進等

（１）森林の整備
　　　　　　森林整備に対する県民の意識の向上と理解を深めるため、森林整備に要する苗木・
作業用具の購入、指導者の謝金、傷害保険等の経費に対して交付金を交付し、下刈、
枝打ち、除間伐など実施した。
· 実施箇所　　２９箇所、　整備面積　　5０ha
　　　特に、長野県北部地震により甚大な被害を受けた下水内郡栄村において、被災され
　　た村民に元気と希望を取り戻していただくことを願い復興を祈念して植樹を行った。

· 実施場所　　栄村農村広場　オオヤマザクラ　6本
（２）森林整備講演会・研修会等の開催　
　　　　森林づくりの重要性、地球温暖化防止に係わる森林の役割等を周知するために各
地区で行われた講演会・研修会の開催に要する会場使用料、資料代、資材購入、講師
謝金、傷害保険等の経費及び山火事防止の広報活動、松くい虫被害対策活動等に交付
金を交付した。

· 実施箇所　１８箇所、　　参加人員　２，１０１人
（３）公園等公共施設の緑化
ア　学校緑化
　　　　学校校内環境の緑化、学校林の整備等のため、苗木や作業用具購入、指導者謝金等

の経費に交付金を交付した。
· 実施校　　４５校　　　　苗木本数　　９０９本（ヤマボウシ、ヤマツツジ、
　　　　　　　　　　　　ヤエザクラ、ヤマモミジ、カリン他）

　　　　　　　　　　　　　　　 　　下刈、枝打等　　３ha

イ　公園等公共施設の緑化
　　　　公園、公民館、福祉施設等の公共施設の環境緑化を図るための苗木購入、作業用具

購入、指導者謝金等の経費に交付金を交付した。

· 実施箇所　　245箇所、　苗木本数　15,795本（ヤマツツジ、モミ、イチイ、
ソメイヨシノ、オオヤマザクラ、シラカンバ他）
（４）苗木の配布

　　　　生活環境の緑化や緑に対する関心を高めるため、県下各地で開催される緑化木頒布

会等の苗木等購入経費に交付金を交付した。

· 実施箇所　　136箇所、　配布本数　42,847本（トチノキ、レンゲツツジ、
サツキ、ガマズミ、イロハモミジ、ムラサキシキ

ブ、ハナミズキ、ヤマボウシ他）
（５）植樹・育樹祭等行事　　　
森林づくりに対する意識や緑を守り育てる緑化意識の高揚に努め、積極的に緑づく
　　　りへの参加を促進するため、地区緑化推進団体や、市町村等で行う植樹・育樹祭等行
事の開催に必要な経費に交付金を交付した。

· 実施箇所　　26箇所、　　植樹本数　19,659本（カラマツ、サワラ、ヒノ
キ、イロハモミジ、コナラ、ケヤキ、コブシ、
ナナカマド、ヤマザクラ他）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 育樹面積　　　　９ｈａ
（６）コンクール・講演・研修会等の開催　　　　
森林・林業のＰＲ及び緑化思想の普及啓発を図るための各種コンクール及び緑化功

労者の表彰式等が県下2６会場で開催され、それに係わる経費に交付金を交付した。

４　みどりの少年団の育成
　　　次代を担う少年たちが、自然とのふれあいを通じて緑を愛し育てる心を養い、人間性
豊かな健康で明るい子供達に育むため、県下17９団のみどりの少年団が実施した森林
・環境緑化等の学習実践活動に対し、長野県みどりの少年団連盟を通じて助成するとと
もに地区事業として実施した少年団の実践活動に対して交付金を交付した。

また、少年団活動の一層の活性化を図るため、県下の少年団の代表の参加のもと長野
県みどりの少年団交流集会を開催した。

· 長野県みどりの少年団交流集会(長野市青少年錬成センター)
　　　　　　　8月４～５日　　　参加者　　21団　　113名（引率者含）

